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研究成果の概要（和文）：研究1では小学5，6年生を対象に役割取得能力 (規則および対人場面) とクラス内行動(授業
不参加行動，規則遵守行動，向社会的行動)および学校肯定感・回避感の関連について検討した。パス解析の結果，対
人場面の役割取得能力が向社会的行動に影響し，向社会的行動が学校肯定感に影響を示すことが明らかとなった。研究
2では小学3，4年生を対象に感情解釈能力（喜び、悲しみ、怒り）と役割取得能力，クラス内行動の関連について検討
を行った。怒りに対する感情解釈能力得点は，規則場面の役割取得能力の発達段階について有意差を示した。さらに喜
び，悲しみの感情解釈能力と授業不参加行動，規則遵守行動に関連が認められた

研究成果の概要（英文）：Study1 examined the relationships among children's role-taking ability (rule， 
moral) and classroom behavior (non-cooperative class behavior, rule compliance behavior, and prosocial 
behavior) as well as children’s emotions to school (school liking/avoidance).The results indicated that 
role-taking ability in moral situations influences the prosocial behavior and meanwhile the prosocial 
behavior affects school liking.
Study2 examined the relationships among children's emotional perspective-taking (joy, sad, anger) and 
role-taking ability (rule，moral) and classroom behavior (non-cooperative class behavior, rule compliance 
behavior, and prosocial behavior). The results indicated that emotional perspective-taking in anger 
relationship between role-taking ability in rule. Further, the relationship between emotional 
perspective-taking in joy and sad among non-cooperative class behavior, rule compliance behavior was 
evaluated.

研究分野：発達心理学
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１．研究開始当初の背景 
学校現場において，いじめ，学級崩壊など

子どもの学校適応に関する様々な問題は長
年取り上げられ続けている。 

不適応行動を抑制し，学校適応を促進す
る要因の 1 つとして，役割取得能力を挙げ
ることができる。 役割取得能力とは，他者
の知覚，感情，思考を自己の立場からだけ
ではなく，他者の立場からも理解する能力
である (Selman , 1976)。 

文部科学省はいじめ解消につなげること
を目的とし，「他者理解や思いやり，規範意
識」などを育むために道徳の教科化を提言
しており，2018 年度から道徳は，小学校で
は正規の科目となる。役割取得能力は道徳
性の向上に関係する能力であり，役割取得
能力の向上が道徳性の向上につながる (荒
木，1988)。このことから，道徳教育を効果
的に行うには，授業内容に役割取得能力に
関する課題を含むことが必要であると考え
られる。しかしながら，含まれていない。
役割取得能力課題を含むことの必要性を提
言するには，役割取得能力と学校適応の関
連を示し，予想される効果を示すことが必
要である。そこで，本研究では道徳の教科
化に先駆け，役割取得能力と学校適応の関
連について検討を行うことで，道徳の教科
化に先駆けた，効果的な教育プログラムを
検討することとした。 

プログラムの検討にあたり，年齢に比し
て通常の役割取得能力の発達を示す児童に
対する検討に加え，年齢に比して役割取得
能力の発達段階の低い児童についても考慮
が必要である。感情解釈能力とは，「他者の
内的状態である感情を推測する能力」と定
義され，役割取得能力の下位要素と考えら
れている(伊藤,1999)。伊藤(1999)より，感
情解釈能力は，役割取得能力の先行要因で
ある可能性が示唆されている。子のことか
ら，役割取得能力の発達段階が同年齢の子
どもより低い児童については，役割取得能
力よりも，感情解釈能力に関する介入を行
う必要があると考えられる。そこで，本研
究では役割取得能力の低い児童へのクラス
内行動改善のための介入プログラムについ
ても検討するために，感情推測能力と役割
取得能力の発達段階の関係を明らかにし，
それをふまえた上で，クラス内行動との関
連についても検討を行うこととした。 
 
２．研究の目的 
(1)研究１として，役割取得能力が学校適応
に及ぼす影響を明らかにする。役割取得能
力と学校適応の関連を明かにすることで，
道徳授業等で役割取得能力課題を用いて児
童にトレーニングを行う根拠となる。 
(2)研究２として，役割取得能力の下位能力
であることが示唆されている，感情解釈能
力（嬉，悲，怒）と役割取得能力の関連を
明らかにし，それをふまえた上で，学校適

応との関連を明らかにする。(2)を明らかに
することで，役割取得能力の発達段階の低
い児童に対する， 効果的な介入法方を検討
することが目的である。(1)，(2)を調査研究
により明らかにすることで，効果的な道徳
教育プログラムについて考察することを本
研究の目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究 1：役割取得能力が学校適応に影響 

を及ぼすプロセスの検討 

公立小学校の 5，6 年生に在籍する児童
82 名を対象とした。調査内容については，
役割取得能力(規則および対人場面，本間・
内山 2003b)，教師によるクラス内行動の評
定(授業不参加行動，規則遵守行動，向社会
的行動)，児童評定による学校肯定感・回避
感について質問紙調査を行った。教師評定
によるクラス内行動測定課題としては，本
間・内山(2005a)で作成された教師によるク
ラス内行動評定尺度より，授業不参加行動 
(3 項目)，規則遵守行動 (3 項目)を用いた。
さ ら に ， 向 社 会 的 行 動 に つ い て ，
Interpersonal Competence Scale-Teacher 

(Cairns, Leung, Gest,& Cairns,1995)より，向
社会的行動 (4 項目)を用いた。 両尺度とも
回答方法は 5 件法であった。児童評定によ
る学校肯定感・回避感については，Ladd & 

Price (1987) の SLAQ を翻訳した日本版学
校肯定感尺度(児童用 SLAQ；大対・堀田・
竹島・松見・Ladd,2006)より全ての下位尺
度である学校肯定感 (9 項目)，学校回避感 

(5 項目)を用いた。回答方法は 5 件法であっ
た。 

 
(2) 研究 2：感情解釈能力と役割取得能力， 

および学校適応の関連 

公立小学校の 3，4 年生に在籍する児童で
あった。129 名を対象とした。調査内容に
ついては，感情解釈能力課題として，山田
（2010）の状況課題を各感情（喜び,悲しみ,

怒り）につき，それぞれ 1 題ずつ使用した。
課題は主人公の表情のない 4 コマ漫画であ
り，それぞれの感情に基づくストーリー展
開となっている。回答方法として，主人公
の感じた感情について①どんな感情を感じ
ているか②どうしてそう思ったか の 2 点
について自由記述で回答を求めた。 

評定方法は 0 点(設定した感情を理解し
ていない)，1 点(ある程度理解している，類
似の感情は述べているがうまく言語化でき
ていない)，2 点(良く理解している)の 3 件
法であった(山田,2010)。役割取得能力およ
び教師評定のクラス内行動については，研
究 1 と同様の課題を用いた。 

 
４．研究成果 
 
(1) 研究 1：役割取得能力が学校適応に影響 
を及ぼすプロセスの検討 
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                         Table 1  変数間の相関係数および偏相関係数 

 

 

 

 

 

 

 

 

†p <.10, *p <.05, **p <.01 

 
役割取得能力（規則および対人），クラス内
行動（授業不参加行動，規則順守行動およ
び向社会的行動)，児童評定の学校肯定感・
回避感得点について相関係数および偏相関
係数を算出したところ，以下のような関連
が示された(Table1)。 

これらの結果を参考に，対人場面の役割
取得能力がどのようなプロセスを得て学校
肯定感に影響を及ぼしているか，パス解析
による検討を行った。モデルについては，
役割取得能力からクラス内行動へのパス，
そして，それを経由して学校肯定感につな
がるパス(モデル 0)，ならびに，役割取得能
力から学校肯定感へのパス，それを経由し
てクラス内行動につながるパス(モデル 1)

の 2 つについて検討を行った。 

有意でないパス係数を削除した後，それ
ぞれのモデルについて適合度を検討した結
果，モデル 0 はχ2 (1)＝.07, n .s.であり，真
のモデルであることが示された。GFI＝.99，
CFI＝1.0，AGFI＝.99， RMSEA＝.00， AIC

＝10.07 であり，良好な適合度指標を示した。
他方，モデル 1 についてはχ2 (1)＝11.59, p 

<.001 であり，χ2 検定が有意であることに
より真のモデルではないことが示された。
適合度指標についても GFI＝.91，CFI＝.45，
AGFI＝.51， RMSEA＝.36，AIC＝21.59 で
あり，適合度指標もモデル 0 より低かった
ため，本研究ではモデル 0 を採用すること
とした。次に，モデル 0 の分析結果につい
て，各々の変数間の影響についてもう少し
詳しく検討することとした。対人場面の役
割取得能力からの直接効果としては，向社
会的行動に正のパスが示された (R

2＝.14，
β= .39， p ＜.001)。対人場面の役割取得能
力から直接的に学校肯定感への有意なパス
は示されなかった。そして，行動面での適
応を示す向社会的行動から，感情面での適
応である学校肯定感に有意なパスが認めら
れた (R

2＝.12，β= .34，p ＜.001)。これら
の結果から，対人場面の役割取得能力から， 

 

向社会的行動を介した学校肯定感への間接
的なパスが示された  (β=.38×.35=.13)。こ
れらの結果から，対人場面の役割取得能力
が高まることで向社会的行動が高まり，向
社会的行動が高まることで，学校肯定感が
高まるという，役割取得能力が学校適応に
影響を及ぼすプロセスが確認された
(Figure1)。 

 

 

 

 

 

                   ｐ <.001 

Note: 単方向の実線矢印は標準化係数，点線は有意でな

かったパスを示す。 

Figure1. 役割取得能力が学校適応に影響を及ぼ 

すプロセス 

 

(2) 研究 2：感情解釈能力と学校適応の関連 
感情解釈能力課題について，喜び，悲し 

み，怒りについて各々得点の分布を示す 
(Table2)。「怒り」については「喜び」「悲 
しみ」よりも理解できている子どもは少な 
いことが示された。 
 

Table 2  感情解釈能力課題の得点の分布 

 

 

 

note：( ) はパーセンテージを示す 

 

感情解釈能力得点（喜び，悲しみ，怒り）
と役割取得能力（規則および対人場面）の

note： [ ]内のイタリックの数値は，学校肯定感および学校回避感を統制した際の偏相関係数 

 



発達段階の関連について検討を行うため，
Kruskal-Wallis 検定を行った。その結果，「怒
り」に対する感情解釈能力のみ，規則場面
の役割取得能力の発達段階と有意差が認め
られた（χ２＝6.72, df=2,ｐ＜.05）。対人場面
の役割取得能力については，有意差は認め
られなかった（χ２＝1.01, df=2, n.s.） 

次に，感情解釈能力とクラス内行動との
関連について検討を行った。喜び，悲しみ
の感情解釈能力については，授業不参加行
動（χ２＝7.09, df=2,ｐ＜.05, χ２＝7.40, df=2,

ｐ＜.05）および規則遵守行動について関連
が認められた（χ２＝5.02, df=2,ｐ＜.10, χ２＝
6.86, df=2,ｐ＜.05）。他方，規則および対人
場面の役割取得能力とクラス内行動の関連
について検討するため Kruskal-Wallis 検定
を行ったが，両者の関連は認められなかっ
た。 

本研究から，子どもの規則場面の役割取
得能力の促進には，子どもの「怒り」に対
する理解に焦点を当てたプログラム作成の
有用性の可能性を示唆した。そして，感情
解釈能力についてはクラス内行動とも関連
することが示された。本研究で得られた知
見は先行研究(本間・内山；2005a)とは異な
り，児童期後期より役割取得能力の発達段
階が相対的に低い，児童期中期では役割取
得能力ではなく感情解釈能力がクラス内行
動と関連することが明らかとなった。 

 

（３）道徳教育プログラムへの提言および今

後の展望 

研究 1 より，役割取得能力が学校適応に
影響を及ぼすプロセスが確認された。本研
究では，向社会的行動について，「他の子ど
もを励ますことがある」，「他の子どもを助
けることがある」，「他の子どもに親切であ
る」，「他の子どもに友好的である」という
項目で測定したが，対人場面の役割取得能
力を高めることで，教室内で向社会的行動
が増加すれば，いじめという不適応行動は
減少していき，その結果，学校肯定感が高
まることが予想される。本研究で得られた
知見は，いじめ防止に役立つと考えられ，
教育的意義が高いと言える。また，道徳教
科化という時流の流れにもマッチしており，
社会的意義も高いと言える。実際に道徳授
業を通して役割取得能力を高めるには，6

回連続のトレーニングにより，役割取得能
力が高まることが明らかにされている (金
城，2012)。今後は実際に 6 回連続のプログ
ラムを行うことで，効果を確認していきた
い。 

また，研究 2 より，怒りに関する感情解
釈能力が，規則場面の役割取得能力と関連
することが示された。怒りについては，他
の感情と異なり，小学 3,4 年生では理解で
きる子どもが少ないことが明らかとなった。
これらのことをふまえると，怒りについて

の感情をきちんと理解できるようになるこ
とが，規則場面の役割取得能力を高めるこ
とにつながると考えられた。さらに，小学
3,4 年生においては，役割取得能力ではなく，
喜び，悲しみの感情解釈能力が学校適応と
関連することが示された。小学 5 年生を対
象とした先行研究 (本間・内山，2005a)と
は異なる結果であり，本研究では，役割取
得能力よりも，その下位能力とされる感情
解釈能力の方が，学校適応と関連すること
が示された。本研究および本間・内山 

(2005a)ではそれぞれ対象校は 1 校であった
ため，今後も他校でデータを収集し，知見
を確認することが必要である。しかしなが
ら，怒りの感情解釈能力が高い子どもほど，
規則場面の役割取得能力の発達段階が高い
という知見は，役割取得能力の低い児童に
対し，介入を行うにあたり有益な知見であ
る。今後は実際のプログラムの実施を行い，
効果を確認していきたい。 
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